
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本会議では、個人質問を実施しない会期案に対し  

無 所 属 の 会 ( 神 原 所 属 ) は 賛 成 し ま し た が 、      

私は個人質問をすることは、議員の重要な職責である 

との考えから反対しました。 
 

★神原の主張★ 

①個人質問をしたい議員の機会を奪うな！！ 

個人質問を実施したくないからといって、全議員が  

実施できないようにする必要はないはずです。 

②社会も生活も常に変化している！！ 

台風２１号の被害に対する行政対応の課題等に   

ついての議論をはじめ、目まぐるしく変化する社会環境

生活環境に関するタイムリーな議論は不可欠です。 

③来年度予算に反映が難しい！！ 

９月議会で議論が出来ないと、次は１２月議会での  

議論となるが、それでは来年度の予算編成に     

活かすことが困難です。 

か ん ば ら こ う い ち ろ う 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
 ～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 
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３期目の任期も 

残り半年 

ラストスパート 

 

皆さまのご意見・ご感想をお聞かせ下さい。 

メールアドレス：young_spiritjp@yahoo.co.jp 

９月定例会で個人質問を行うか否かは、まず、議会運営

委員会で議論され採決されます。 

その結果、個人質問を行わないと決定されました。 

個人質問は不要と考える会派・議員の意見は、 

「７月臨時会での代表質問が行われたから」 

「７月臨時会から時間が経っていないから」など。 

しかし７月臨時会での代表質問は、新市長の施政方針に

対して質問が行われ、日ごろの活動から見えてきた  

課題や提案の質問は行われていません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の災害時の課題を踏まえて、豊中市も公式ツイッターを開始しました。 
 

 

♦神原の見解♦
①災害時の情報発信に特化しても良いのではないか。 

②寄せられたご意見やご質問等には可能な限り対応するべきではないか。 

市は、ホームページ や公 式フェイスブックで、情報発信をしていましたが、         

どれも随時更新される訳ではなく、刻一刻と変化する状況に対応しきれなかった。 
 

様々な情報を発信してはいるものの、市民の方々がどんな情報を求めておられるのか、 

把握しきれておらず、市民が欲しい情報を的確に発信できなかった。 
 

市民が目にしたり、耳にする情報が少なすぎて、行政がどのような取組みや対応を      

しているのか、市民にあまり伝わらなかった。 
 

市は一方的に情報発信をするばかりで、市民の方々の質問や要望への対応が不十分だった。 
 

神原の提案     

随時、最新の情報が発信できるとともに、利用者は文字検索等で欲しい情報を入手できる。 

また、市民ニーズの把握やご質問やご意見に対する回答も可能なため、活用すべき！！ 
 

情報収集が困難な状況、特に停電時、また、高齢者などデジタル媒体が使えない方のために、

広報車や防災無線をもっと積極的に活用すべき！！ 

 

発行元 前向きひろば ～Positive Square～ 
 

〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 
ＴＥＬ＆ＦＡＸ：06-6854-5664  
平日（土・祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 
http://www.geocities.jp/positive_square/ 
Facebook 活用しています！！ 
「つながり日記」毎日 HP で更新中！！ 

※ご希望の方には通信を無料でお届けします。お気軽にご連絡ください。 


